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令和５年７月１３日 

 

●ＡＳＥＡＮは、対話パートナー、域外関係者及び国際機関に対して、提案の

あったＡＳＥＡＮ感染症基金、ＡＳＥＡＮ包括的復興枠組（ＡＣＲＦ）及び同

実施計画、ＡＳＥＡＮ地域医療物資備蓄（ＲＲＭＳ）、ワンヘルスイニシアテ

ィブ及びＡＳＥＡＮ感染症対策センター（ＡＣＰＨＥＥＤ）の稼働を通じたも

のを含め、新型コロナの感染拡大及び新興・再興感染症の課題、並びに将来の

他の公衆衛生上の危機への備えに対処するためのＡＳＥＡＮの共同体設立の努

力及びイニシアティブへの揺るぎない支援に感謝。ＡＳＥＡＮは、域外パート

ナーと共に協働、協力、並びに情報及び経験・専門知識の共有を強化すること

を求めた。（パラ４） 

 

●包括的経済連携（ＲＣＥＰ）参加国との会議で、ＲＣＥＰの完全かつ効果的

な実施が重要であることを強調。（パラ７） 

 

●グローバル・サプライチェーンの寸断及び保護主義の傾向を含む世界貿易の

不確実性の中で、世界貿易機関（ＷＴＯ）において具体化されているような、

開放的、包摂的で、透明かつルールに基づいた多国間貿易システムの遵守及び

一層の強化へのコミットメントを再確認。（パラ８） 

 

●ＡＳＥＡＮは、対話パートナー及び他の域外パートナーと共に一層前進させ

るべき４つの主要な経済パートナーシップの優先分野、すなわち、（i）ＡＳＥ

ＡＮ市場統合の強化、（ii）持続可能性及び脱炭素化、（iii）デジタル・トラ

ンスフォーメーション、（iv）中小零細企業（ＭＳＭＥｓ）、官民セクターの関

与、特に意思決定及び起業における女性のエンパワーメント、及び人的交流を

含む包摂性を強調。（パラ９） 

 

●進化する地域枠組みにおけるＡＳＥＡＮの中心性、一体性及びアイデンティ

ティの支持の重要性を強調するとともに、開放的、透明、包摂的かつルールに

基づく、ＡＳＥＡＮ主導のメカニズムの上に成り立つＡＳＥＡＮ中心の地域枠

組みの支持へのコミットメントを再確認。（パラ１０） 

 

●ＡＳＥＡＮは、ＡＳＥＡＮの対話パートナー及び他の域外関係者に対して、



ＡＳＥＡＮ主導のメカニズムにおけるインド太平洋に関するＡＳＥＡＮアウト

ルック（ＡＯＩＰ）の４つの優先分野の主流化に関するＡＳＥＡＮ首脳宣言に

沿って、ＡＳＥＡＮ主導のメカニズムにおいて、ＡＯＩＰの主要４分野におけ

るＡＳＥＡＮとの協力を支持し着手することを引き続き慫慂することに合意。

（パラ１１） 

 

●南シナ海の状況について議論し、全ての人々の安全を危機にさらす行動や海

洋環境へのダメージを含め、信頼と信用を損ない、緊張を高め、また、地域に

おける平和、安全及び安定を損ない得る、地域における埋め立て、活動及び深

刻な事案について複数の閣僚から懸念が表明された。相互の信頼と信用を高め

る必要性、紛争を複雑化又は悪化させ平和と安定に影響し得る活動に当たって

自制する必要性、状況を更に複雑化させ得る行動を回避する必要性、及び南シ

ナ海における全ての当事者の権利と利益を守る必要性を再確認。ＵＮＣＬＯＳ

を含む国際法の普遍的に認められた原則に従って、紛争の平和的解決を追求す

る必要性を一層再確認。２００２年の南シナ海における行動宣言（ＤＯＣ）で

言及された事項を含め、南シナ海における状況を更に複雑化させ、緊張を高め

得るクレイマント国やその他全ての国による全ての活動の実施における非軍事

化及び自制の重要性を強調。（パラ１４） 

 

●南シナ海の航行及び上空飛行の平和、安全保障、安定、安全及び自由を維持

し促進する重要性を強調するとともに、南シナ海を平和、安定及び繁栄の海と

することの利益を認識。ＤＯＣを全体として完全かつ効果的に履行することの

重要性を強調。信頼醸成措置及び実践的な海洋協力イニシアティブの探求を含

め、ＤＯＣの履行を促進するために行われている取組を歓迎。南シナ海におけ

る行動規範（ＣＯＣ）交渉テキストシングルドラフトの二読目の完了を含め、

ＣＯＣに関して行われている交渉におけるこれまでの進展を歓迎するととも

に、これに関して継続的で前向きな機運を慫慂。２０２３年７月１３日の中

国・ＡＳＥＡＮ外相会議において、実効的で実質的なＣＯＣの早期妥結を加速

させるためのガイドラインが採択されたことを歓迎するとともに、ガイドライ

ンの十分な活用のための取組を慫慂。ＵＮＣＬＯＳを含む国際法に従った、実

効的かつ実質的なＣＯＣの早期妥結を一層期待。ＣＯＣが、ＵＮＣＬＯＳの下

での他国の権利に関するものを含め、ＵＮＣＬＯＳに整合的であるべきことを

強調。緊張を緩和し、事故、誤解及び誤算のリスクを軽減させ得る実践的な措

置をとる必要性を強調。特に当事者間の信頼及び信用を強化するための信頼醸

成措置と予防措置の実施の重要性を強調。普遍的な性格を有し、海洋及び海に

おける全ての活動がその範囲内で実施されなければならない法的枠組みを定め



るＵＮＣＬＯＳを含む国際法を遵守する重要性を再確認。（パラ１５） 

 

●２０２３年７月１２日の北朝鮮による弾道ミサイル発射に重大な懸念を表

明。非核化された朝鮮半島の恒久的な平和及び安定を実現するため、全ての当

事者による継続した平和的な対話の重要性を強調。北朝鮮による大陸間弾道ミ

サイル（ＩＣＢＭ）実験及び弾道ミサイル発射の最近の急増及びその結果生じ

ている朝鮮半島における緊張は、地域の平和と安定を脅かす懸念すべき事態で

ある。全ての当事者に対して、平和的な対話を再開し、非核化された朝鮮半島

の恒久的な平和及び安定の実現に向けて引き続き取り組むことを求めた。全て

の関連する国連安保理決議の完全な履行へのコミットメントを改めて表明し、

朝鮮半島の完全な、検証可能な、かつ不可逆的な非核化を平和的な方法で実現

するための国際的な取組に留意。全ての当事者間の平和的な対話に資する環境

の醸成を含め、外交努力が優先事項であり続けるべきである。当事者による平

和的な対話に資する雰囲気を促進する上で、ＡＲＦといったＡＳＥＡＮ主導の

プラットフォームの活用を通じたものを含め、建設的な役割を果たす用意があ

ることを改めて表明。複数の閣僚が、拉致及び抑留者問題の即時解決を含む国

際社会の人道上の懸念に対処することの重要性を強調。（パラ１６） 

 

●グローバルな核不拡散、軍備管理及び軍縮のメカニズムにおけるコミットメ

ント及び協力の減少に懸念を表明し、ほとんどの国が、特に核兵器保有国（Ｎ

ＷＳ）に対して、核兵器不拡散条約（ＮＰＴ）におけるものを含め、これらの

メカニズムの下でのコミットメントを維持し完全に履行することを求めた。Ｎ

ＷＳに対して、ＮＰＴ第６条にしたがって核軍縮を進める義務を果たすととも

に、どのような状況下でも核兵器が二度と決して使用されることがないことを

保証するための唯一の方法である核兵器の完全な廃絶を行う必要性を認識する

ことを求めた。ＡＳＥＡＮ憲章及び東南アジア非核兵器地帯（ＳＥＡＮＷＦ

Ｚ）条約で謳われているように、その他全ての大量破壊兵器のないＳＥＡＮＷ

ＦＺとしての東南アジア地域を維持することへのコミットメントを一層改めて

表明するとともに、条約の完全かつ効果的な実施の重要性を強調。（パラ１

７） 

 

●ウクライナにおける戦争に関し、全ての国家に関して、主権及び領土一体性

の尊重を引き続き再確認。ウクライナにおける戦争について議論し、最近の情

勢及び根本的な要因に対処する必要性についての見解が表明された。国連憲章

及び国際法の遵守を求めることを改めて表明。戦争を終結させるための敵対行

為の即時停止と平和的解決を可能にする環境醸成の重要性を強調。ウクライナ



において必要としている人々の人道支援への安全かつ妨げられることのないア

クセスを促進し、民間人、人道支援従事者及び脆弱な状況にある人々を保護す

ることを求めた。エネルギー及び食料不安の問題を含め、ＡＳＥＡＮ地域への

経済的・財政的影響を軽減するための取組を倍増させることへのコミットメン

トを強調。東南アジアにおける平和及び安定の維持のために協力し、地域及び

世界にとって成長の中心としての地域を維持し強化するという共通の関心を強

調。（パラ１８） 

 

●ミャンマー情勢について議論し、５つのコンセンサスがミャンマーにおける

政治的危機に対処するための我々の主要な基準であり続けるとの我々の一致し

た立場を再確認。空爆、砲撃及び公共施設の破壊を含む継続的な暴力行為を強

く非難し、関与する全ての関係者に対して、無差別な暴力を即時停止するよう

具体的な行動を取り、いかなるエスカレーションも非難し、人道支援の供与及

び包摂的な国民対話に資する環境を醸成するよう求めた。（パラ１９） 

 

●ＡＨＡセンターが、２０２３年７月７日に南シャン州に位置するシーセン地

区の国内避難民４００世帯に援助の一部を配送したことを賞賛。安全な配送の

確保における関係者の支援に感謝。ＡＨＡセンターの共同ニーズ評価（ＪＮＡ）

報告において特定された１１０万人の国内避難民に人道支援が安全に届くこと

を確保するため、一層の便宜を求めた。ＡＳＥＡＮ議長によって円滑に進められ

た包括的なやり方でのＡＨＡセンターによるＪＮＡの完了促進のためのミャン

マーにおける全ての関係者からの支援に感謝。ＪＮＡ報告の実施のための人道

支援に対して国際社会からの追加的な支援を求めた。（パラ２０） 

 

●信頼と信用を築き、それに資する環境を醸成し、包括的な政治的解決のための

包摂的な対話に向けた隔たり及び相違を埋めるためのミャンマーにおける全て

の関係者との関与の強化における議長の取組に感謝。第４２回ＡＳＥＡＮ首脳

会議におけるＡＳＥＡＮ首脳の決定に沿って、５つのコンセンサスの全体とし

ての実施を強く求めるためのそのような関与を維持することを支持。５つのコ

ンセンサスの具体的な実施に向けてＡＳＥＡＮと取り組むために、国連及びミ

ャンマーの隣国を含む域外パートナーからの継続的な支援を求めた。（パラ２１） 

 

●日ＡＳＥＮＡ協力の包括的な指針としての役割を果たす日ＡＳＥＡＮ友好協

力に関するビジョン・ステートメント実施計画改訂版の完全な実施に満足の意

をもって留意。（パラ１０２） 

 



●２０２３年が日本ＡＳＥＡＮ友好協力５０周年に指定されていることを認識

し、本年を通したこの節目を記念する共同の活動を歓迎。パートナーシップを

より実質的、具体的、有意義かつ互恵的なものとするため、ＡＳＥＡＮとの包

括的戦略的パートナーシップ（ＣＳＰ）立ち上げに関する日本の要望を歓迎。

日ＡＳＥＡＮのＣＳＰ立ち上げのための共同声明案に関する現在のプロセスに

留意し、本年９月の第２６回日ＡＳＥＡＮ首脳会議でＣＳＰが立ち上げられる

ことを期待。（パラ１０３） 

 

●２０２３年１２月１６日から１８日に東京で日ＡＳＥＡＮ友好協力５０周年

特別首脳会議が成功裡に開催されることを期待。また、今後数十年のパートナ

ーシップのための方向性を定める新たなビジョン・ステートメント及び新たな

実施計画の採択を含む実質的な成果を期待。（パラ１０４） 

 

●日本のＦＯＩＰ構想と、ＡＳＥＡＮ中心性及び一体性、並びに平和と協力を

推進する上で関連する本質的な原則を共有するＡＯＩＰへの日本の支援を歓

迎。４つの優先分野における一層の実質的な協力及び協働を通じた日ＡＳＥＡ

Ｎパートナーシップの強化に向けたコミットメントを再確認するとともに、Ａ

ＯＩＰ主流化に対して日本から提案された協力に留意。ＡＯＩＰに対する日本

の協力に関するプログレスレポートにも反映されているように、ＡＯＩＰ協力

についての第２３回日ＡＳＥＡＮ首脳会議共同声明の実施に関する進展を歓

迎。ＡＯＩＰ主流化におけるＡＳＥＡＮの取組を支援するための日本によるＪ

ＡＩＦ３．０設置のための１億米ドルの貢献に感謝。（パラ１０５） 

 

●拡大ＡＳＥＡＮ国防相会議（ＡＤＭＭプラス）の下での日ＡＳＥＡＮ間の防

衛協力における進展を歓迎。ビエンチャン・ビジョン２．０を通じたＡＳＥＡ

Ｎ加盟国防衛当局の能力構築強化のための日本の貢献を認識。（パラ１０６） 

 

●日ＡＳＥＡＮサイバーセキュリティー能力構築センター（ＡＪＣＣＢＣ）及

び卓越したＡＳＥＡＮシンガポールサイバーセキュリティセンター（ＡＳＣＣ

Ｅ）を通じたＡＳＥＡＮ加盟国に対するサイバーセキュリティ分野における能

力構築活動のための日本の継続的な支援を歓迎するとともに、サイバーの脅威

への対処に関する協力の強化を慫慂。特に違法・無報告・無規制（ＩＵＵ）漁

業対策のための東南アジア漁業開発センター（ＳＥＡＦＤＥＣ）への日本の支

援に留意。法と司法の分野における協力を一層強化するためにＡＳＥＡＮと日

本が実施するイニシアティブを歓迎。（パラ１０７） 

 



●日ＡＳＥＡＮ１０年間戦略的経済協力ロードマップ２０１６-２０２５改訂

版及びＡＳＥＡＮ包括的経済連携（ＡＪＣＥＰ）協定の実施を通じたものを含

め、貿易及び投資を一層深化させ拡大させる必要性を強調。地域的な包括的経

済連携（ＲＣＥＰ）協定の実施の重要性を改めて表明。（パラ１０８） 

 

●ＡＳＥＡＮ連結性マスタープラン（ＭＰＡＣ）２０２５及び連結性に関する

第２２回日ＡＳＥＡＮ首脳会議共同声明の実施を前進させるための日本の継続

的な支援を期待。日ＡＳＥＡＮ連結性イニシアティブの実施及び包括的な形で

連結性を一層強化するために同イニシアティブを刷新するという日本の発表を

歓迎。より自由で互恵的な日ＡＳＥＡＮ航空協定の締結を期待。ＡＳＥＡＮス

マートシティ・ネットワーク（ＡＳＣＮ）に対する日本の積極的かつ継続的な

支援を歓迎。日ＡＳＥＡＮ交通連携（ＡＪＴＰ）の下での様々な協力プロジェ

クト及び活動の進展に留意。（パラ１０９） 

 

●ＪＡＩＦの支援を受けたＡＳＥＡＮ統合イニシアティブ（ＩＡＩ）作業計画

Ⅲ（２０１６-２０２０）の実施を通じたＡＳＥＡＮの統合及び共同体設立努

力に対する日本の継続的な支援を歓迎するとともに、ＩＡＩ作業計画Ⅳ（２０

２１-２０２５）の実施に対する日本の継続的な支援を期待。（パラ１１１） 

 

●日・ＡＳＥＡＮ技術協力協定（ＴＣＡ）の一層の効果的な実施を慫慂。日本

アセアンセンターによる貿易、投資、観光及び人的交流の促進への貢献、並び

に日本ＡＳＥＡＮ友好協力５０周年の準備への積極的な参加に感謝。（パラ１

１２） 

 

●新型コロナ感染拡大の影響緩和及び力強く強靱性のある持続可能な回復に向

けた共同の取組の強化における協力の重要性を強調。ＡＳＥＡＮ感染症対策セ

ンター（ＡＣＰＨＥＥＤ）の設立及び日・ＡＳＥＡＮ統合基金（ＪＡＩＦ）を

通じた５,０００万米ドルのコミットメントに対する日本の支援に感謝すると

ともに、可能な限り早期のセンターの稼働に向けた取組を一層加速化させるこ

とへのコミットメントを再確認。計３３．４億米ドル相当の緊急支援円借款の

供与によるＡＳＥＡＮ諸国の経済の維持及び活性化のための日本のイニシアテ

ィブを歓迎。ＡＳＥＡＮ地域医療物資備蓄（ＲＲＭＳ）及びＡＳＥＡＮ包括的

復興枠組（ＡＣＲＦ）への日本の継続的な支援を期待。アジア健康構想（ＡＨ

ＷＩＮ）の下での保健・福祉システム強化のための取組及び地域におけるより

力強く公平で持続可能なユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（ＵＨＣ）を達成

するための日本の新たなグローバル・ヘルス戦略を認識。（パラ１１３） 



 

●活力ある高齢化及びイノベーションのためのＡＳＥＡＮセンター（ＡＣＡ

Ｉ）を通じたものを含め、ＡＳＥＡＮ加盟国及び日本の高齢者のための健康・

福祉サービス向上のための協力を強化することを慫慂。（パラ１１４） 

 

●２１世紀アジア青少年大交流計画（ＪＥＮＥＳＹＳ）、「文化のＷＡ」プロジ

ェクト、さくらサイエンス交流プログラム、東南アジア青年の船（ＳＳＥＡＹ

Ｐ）、アセアン元日本留学生評議会（ＡＳＣＯＪＡ）及びアスジャ・インター

ナショナルを通じた交流、スポーツ・フォー・トゥモロー、日ＡＳＥＡＮアク

ション・オン・スポーツ、アジア架け橋プロジェクト・プラスを含む様々なプ

ログラムを通じた人的交流、教育、スポーツ、文化、科学及び技術交流及び研

究協力強化の取組を賞賛。「文化のＷＡ」プロジェクトの延長を期待。（パラ１

１５） 

 

●日ＡＳＥＡＮ防災行動計画（ＡＪＷＰＤＭ）２０２１-２０２５、ＡＳＥＡＮ

防災緊急対応協定（ＡＡＤＭＥＲ）作業計画２０２１-２０２５及び仙台防災枠

組２０１５-２０３０の実施、並びにＡＨＡセンターの稼働に対する日本の継続

的な支援に一層感謝。さらに、ＡＳＥＡＮ緊急対応評価チーム（ＡＳＥＡＮ-Ｅ

ＲＡＴ）を支援するためのＡＳＥＡＮ緊急災害ロジスティックシステム（ＤＥＬ

ＳＡ）の地域の備蓄及びサテライト倉庫のための日本の資金援助に感謝。また、

東南アジア災害リスク保険ファシリティ（ＳＥＡＤＲＩＦ）を通じた日本の支援

に一層感謝。（パラ１１６） 

 

●生物多様性、海洋ごみ及び気候変動に対処し、気候変動に強いクリーン・エネ

ルギー及び脱炭素社会への移行を促進するに当たって、一層協力することを慫

慂。ＡＳＥＡＮ気候ビジョン２０５０を実現するためのＡＳＥＡＮ気候変動戦

略行動計画２０２３-２０３０（ＡＣＣＳＡＰ）の策定への日本の支援を歓迎。

持続可能な開発研究と対話のためのＡＳＥＡＮセンター（ＡＣＳＤＳＤ）を通じ

たものを含め、グリーン成長に関する実質的な協力を拡大することを一層期待。

エネルギー安全保障、気候危機及び地政学的リスクに総合的に対処する重要性

を強調。アジアにおけるエネルギー・トランジションへの広範な支援を含む「ア

ジア・エネルギー・トランジション・イニシアティブ（ＡＥＴＩ）」に留意。（パ

ラ１１７） 

 

（了） 


